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✧ 危機管理産業展（RISCON）2024 への出展参加報告 

 
2024 年 10 月 9 日(水)から 11 日(金)までの 3 日間、東京ビッグサイト西ホールで開催さ

れた「危機管理産業展(RISCON)2024」に、緊急地震速報利用者協議会と共に、気象業務支援

センターも出展しました。 

危機管理産業展は「防災・減災」、「BCP・事業リスク対策」、「セキュリティ」の主要 3 分

野を柱に、さまざまな課題やリスクに対応する『危機管理』トレードショーとして開催され、

20 回目を迎えています。能登半島地震、夏の猛暑、大雨など激甚化する自然災害や不安定

な状況が続く国際情勢などを背景に、社会を取り巻く環境が大きく変化し、生活やビジネス

のあらゆる場面でリスクへの備え、危機への対応が求められる中での開催でした。 

開催期間中は、この夏の猛烈な暑さも少し和らぎ、入場者は 19,356 人(速報)と昨年(例

年並み)の 3 割増となりました。 

ブースでは、「緊急地震速報利用の手引き」の配布などで、緊急地震速報の普及・啓発に

努めました。来場者も多く、「手引き」も例年の 5 割増しの 450 部を配布しました。 

来年も 2025 年 10 月 1 日～3 日に、今年と同じ東京ビッグサイト西ホールにて開催が予定

されています。引き続き「緊急地震速報」の普及・啓発に努めるとともに、高い確率で発生

が予測されている「南海トラフ地震」や「首都直下地震」などの巨大地震への緊急地震速報

の活用を促す取組を進めてまいります。  
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